
平成２８年１２月１３日 

 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 中村 芳隆 様 

 

             那須塩原市議会 第２班 班 長 磯飛 清 

                         記録者 髙久 好一 

                              

 

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  平成２８年１１月１５日（月）午後２時～４時 

２．会  場  とようら公民館 

３．担当議員と役割 

     【担当議員】 

      磯飛 清    (班長) 

      平山 啓子   (司会者) 

      藤村 由美子 (定例議会報告) 

      中村 芳隆   (議会活性化検討特別委員会報告) 

相馬 義一  (放射能対策検討特別委員会) 

植木 弘行  (総合計画審査特別委員会報告) 

      髙久 好一  (記録) 

      若松 東征 

 

４．参 加 者 市民９人（男性６人、女性３人） 

 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

 

 

６．報告会の運営について 

  ・大山公民館報告内容と同じ。 

 

 



議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】          No. １  

 

■第８回（平成２８年１１月開催）             会場  とようら 公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 

審議結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会活性化

検討特別 

委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画 

審査特別 

委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】          No. ２  

 

■第８回（平成２８年１１月開催）             会場  とようら 公民館 

意見交換 意 見 ・ 要 望 回 答 内 容 

共通テーマ 
①黒磯地区の副会長をしている。加入率は７０％だが、

加入していない人もいる。 

②役員は 1年の交代、執行部は再任ありだが、班長がほ

ぼ１００％変わるのは続けるのが大変なのだろうなと

感じている。 

③子ども会の自治能力を高める必要あると思うが、ネッ

クになるのはスポーツ少年団があり、毎日やる必要があ

るのか、子どもが地域との出合いで有効なのは、お囃子

や踊りなど受け継ぐサポートができ、子供たちを地域の

メンバーとしての育ちに目を向けていきたい。 

 

④自治会は小学と中学が別になるため、接点が切れてし

まう。アパートの方が未加入で育成会はあるので働きか

けたいと思うが 1年で交代してしまう。根気強く共催の

事業ができないかアプローチしたい。 

 

 

 

 

⑥小学と中学の子がいてそれぞれ PTA、部活があり、

親の会がある。嫁と都合をつけているが、1人親や単身

赴任の世帯は大変だと思う。 

⑦みんなの意見で行事をすれば自治会って楽しいとい

う話もある。 

⑧会費を払わないと消防が火を消してくれないなんて

冗談も出る。 

⑨東京三鷹市で自治会を経験したが、年会費は 1,200

円、その代わり寄付など、その都度班長が集金して面倒

だったが、駅まで出勤の間や買い物で合うのでコミュニ

ケーションが取り易く、ここでは車で出かけるため話す

機会が取り難い面があり、関りが薄いように思う。 

 

 

 

 

①子ども達への取り組みも各自

治会で大きな課題となっている。 

 

 

 

③地域の行事とスポーツ少年団

が重なり、地域の行事にはそこそ

こ参加する状態があり、大会を優

先してしまうなど課題がある。 

 

 

④育成会との関係で先進的に参

加できる行事を 1つ増やそう、追

加しようと取り組んでいる自治

会もある。自治会は任意の団体で

す。そのため苦労されている自治

会長もいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨この地方での自治会と首都圏

の役員の負担の違いは、どのよう

に感じていますか。 



班テーマ 

（「地域住

民たすけ合

い事業」に

ついて） 

①稲村ではまだ立ち上げてなく、２９年から３０年に立

ち上げる感じ。 

 

②「県の暮らしの安心サポーター」をしている、知って

いますか。同世代の同じ目線の予防ボランティアなので

話を聞いてくれる。 

 

③「たすけ合い事業」は自治会が組織している。 

 

④先進事例を聞いた中で「地域たすけ合い」も自治会と

なった場合、抜けた人や高齢で参加できない人は、民生

委員に協力を得ている。 

 

⑤波立地区では去年自治会長と公民館長で研修をした

ときに、民生委員しか知らない人もいて、普段から付き

合いがないと限界がある。自治会に過度に期待すると漏

れた人は対応しなくていいよとなる。しかし、漏れた人

への負担は民生委員に行く。自治会でもカバーできる

が、残った人をどうするかセットで考えなければいけな

いと思っている。みんなで考えて行こうという呼びかけ

と自覚が必要になると思う。 

①事業は、安否確認や緊急時の連

絡を取り合う。 

 

②今の意見非常に参考になると

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤力が入りすぎて長続きしない

活動でも困ります。継続できる内

容でスタートして、肉付けしてい

く感じです。 

 

その他 
①学校が２学期制になって１０年程経つが、 

部活、試験などを考えると見直しが必要ではないか。 

 

 

 

②エアコンが本当に必要か、夏休みの期間を長くすれば

８億円をかける必要があるのかと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①２学期制の方がメリットがあ

るということで１０年経ったが、

もう１回検討が必要な時期なの

かも知れない。部活や合唱、試験

期間が重なったりする。 

 

 




